
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1885回　18：00点鐘　東山荘・講堂�次回3月24日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／それでこそロータリー�

内　　　容／介護保険制度について�
　　　　　　　　　　　社会奉仕委員会�

　会 員 慶 事�

結婚記念日�

★3月17日　大森清治君・恵美子様ご夫妻�

夫人誕生日�

★3月17日　石田　恩君 ご夫人 真　澄様�

★3月21日　鈴木崇司君 ご夫人 三千代様�

皆　出　席�

★3月 7日　小早川豊一君（14年）�

★3月11日　秋田悦夫君（ 6年）�

★3月11日　豊山　篤君（ 1年）�

　5年前の平成12年度児童・生徒の食生活等実態調査によりますと、この対象は全国の小学

校5年生5,754人ですが、朝食を必ず食べる児童の割合は84％という数字が出ています（平成7

年度の調査では86％でした）。その他の回答を見ますと、1週間に2～3日は朝食を食べないこ

とがある児童が10％、1週間に4～5日食べないことがある児童は2％、ほとんど食べない児童

が4％と、16％の児童が朝食を食べないことがあると答えています。それでは朝食を食べな

い理由は、「時間がない」が最も多く41％、次が「食欲がない」で37％となっています。この調査では児童の

就寝時刻も調べていますが、平成7年度の調査と比較して、平均的な就寝時刻が約30分も遅くなっており、児

童の生活が夜型化していることと朝食の欠食とは関係があるのかもしれないとの推論もあります。育ち盛り

の児童が欠食をすると栄養素が不足し、心やからだの成長に影響します。この調査では、朝食を欠食するこ

とと疲れやイライラなどを感じることとの間には関係があると指摘しています。また、一人で朝食を食べる

児童は16％の調査結果が出ています。一人で食べている割合は、小学校で5.0％、中学校で14.4％となっていま

す。この「孤食」（家族がちがう時間に一人一人食事をとること）も不規則な食事につながるなどの悪影響が

あると言われています。心やからだの健康を支える食生活の大切さを教える「食育」という新しい概念の必

要性が高まらなければなりません。食品についても同様のことが言えそうです。日本の食生活は美しく多様

であります。手間を惜しまない民族としての習性も影響しているのでしょうか。丁寧に作り丁寧に調理して

いくのが普通です。子供達のためにもう一度最低限必要なことは何かを考えなければならないのではないでしょ

うか。食育とは、ひとことで言えば食に関する教育ですが、単に望ましい食習慣のための知識を身につける

だけではなく、食卓での一家団らんを通じて社会性を育んだり、わが国の食文化を理解したりすることも含

む幅広い教育です。また静岡県内児童は朝ご飯を食べる子供が増えています。�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６３名� ５９名� ５２名� １００％�８８.１４％�
●欠席者（7名）�
　橋本喜市君・井口修一君・勝又敏樹君・水口正宏君・大森清治君�

　生野　旭君・山崎伊久雄君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

3月10日の出席報告�

第2620地区�

卓　　　話�

2月20日のメーキャップ� 4名�

菅沼　久君　2月22日　沼津東�

秋田　敬君　2月28日　山中湖�

勝又敏樹君　2月28日　沼津東�

石田　恩君　3月 1日　箱　根�

3月10日のスマイル�

●IMありがとうございました。　小野　篤之�

●退学の危機を乗り越え長男が加藤学園を無事卒業することができま

　した。神様ありがとう。　大庭健一郎�

　西武、フジテレビとライブドアの問題など、日本にも世代交代の時期がやって来たこと

を実感する日々です。�

　ＮＨＫの問題も同根のように思います。時代の最先端を行くと思っていたマスコミが実

は古い体質であることに、驚かれていることでしょう。�

私は1961年から2001年まで40年間、ＮＨＫのＴＶ時代の幕開けから、その終焉とも思われ

る時代に身をおいてきたことに感慨があります。�

　ＮＨＫの場合、営利団体ではなく、聴取料で運営されていたことが、今日の体質を醸成してきたように

思います。�

　今、スタジオから離れて生の音楽を提供するコンサートを７回実現して、放送は実像から離れたいわば

虚像の世界ではなかったかとの思いを強く感じています。�

　キップを買ってコンサートに来てもらう苦労と喜び、苦労せずに受信料で運営してきた大きな組織の鈍

感さ。�

　他人事ではなく、わが身のこととして、お話できたらと思います。�

　他人事のように面白がっている場合ではないと、身を引き締めております。�

�

今話題のＮＨＫの話�

　　　　　　　　　　　　日野　直子�


